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○今月の「テーマ展示とアプリでStudy!」【蔵本分館】

蔵本分館では,旬のテーマや,1つの分野に収まらない学際的なテーマを取り上げ,図書とiPadアプリを展示して

います。

今回は「夏の健康管理」をテーマに,食中毒と熱中症に関する資料を集めました。

監修は,食中毒分野を予防環境栄養学分野教授の高橋章先生に,熱中症分野を保健管理・総合相談センター保健

管理部門長の前田健一先生にお願いしています。

●第48回テーマ展示「夏の健康管理」( 2016年7月1日～2016年8月22日(予定) )

食中毒の原因は,細菌やウイルス,自然毒,化学物質,寄生虫など様々ありますが,発生件数の4分の3が細菌とウ

イルスによるものであり,特に夏季は高温多湿な状態が続くため,細菌による食中毒が発生しやすくなる時期で

す。

外での食事で集団で罹患するイメージのある食中毒ですが,厚生労働省ホームページ「食中毒事件一覧速報」

内の”平成27年（2015年）食中毒発生状況”によると,原因施設別発生件数では,最も多い飲食店に次いで2番目

に多いのは,家庭での食中毒となっています。

以下,旅館,仕出屋と続きますが,こうしてみると食中毒発生のリスクはどこにでもあると言えそうです。

熱中症は,かつては高温環境下での労働や運動で多く発生していましたが,近年では地球温暖化などの影響によ

り,日常生活の中での発生増加が指摘されています。

特に観測史上最も暑い夏と言われた平成22年以降,熱中症での救急搬送件数は大きく増加しており,政府は平成

25年から7月を「熱中症予防強化月間」と定め,予防法や対処法の普及啓発に努めています。

熱中症は熱さという要因に加えて色々な条件が重なって発症すると考えられており,現れる症状も多様です。

熱中症を正しく把握することは予防の上でも,重症化を食い止めるためにも,とても重要です。

食中毒も熱中症も,悪くすると生命にもかかわる危険性があります。ですが,どちらも十分な注意を払うこと

で,ある程度は自分で防ぐことができるという側面も持っています。

健康で有意義な夏休みを過ごすためにも,テーマ展示コーナーを活用してみませんか？

蔵本分館1階ホール,テーマ展示コーナーにぜひお立ち寄りください！

今回もiPadでは、テーマにちなんだアプリをご紹介しています。

「あなたの街の熱中症予防」…登録地点の熱中症危険度が分かるアプリです。3時間先までの雨予報もアラー

トでお知らせしてくれます。

テーマ展示コーナーのiPadでお試しいただけますので,気軽に触ってみてくださいね。

ブログ「徳島大学附属図書館蔵本分館日誌」では,アプリの詳しい使い方をご紹介しています。こちらもご覧

ください。

「アプリでStudy!（「あなたの街の熱中症予防」）」

なお,徳島大学附属図書館Webページでは,今まで行ってきた展示とアプリを紹介しています。

https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/back/138/index.html
http://tokudaibunkan.blogspot.com/2016/06/study.html


http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/siryou/theme/ から見ることができますので,ぜひチェックしてみてくだ

さい！

展示の様子はこちら
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